
 

 

 

 

 

第１８回 資源循環型施設建設候補地選定委員会 会議録 

 

 

                  日時：平成１８年１１月２２日（水） 

                     午後１時３０分～２時５０分 

                  場所：清浄園 ２階 会議室 

 

 

 

 

１ 開  会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 報告事項 

   第１７回委員会の会議録について 

 

４ 議題 

 （１）提言書（案）の検討について・・・・・・・・・・・・・・・（別冊） 
 

５ その他 

   委員会提言 日時：平成１８年１１月２９日（水） 

            午後４時３０分から５時００分まで 

         場所：上田市役所 ３階 第一応接室 

 

６ 閉  会 
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出席委員（１３人） 

       栗田たか子 委員 

       上沢 忠人 委員 

       両角 秀  委員 

       若林 政夫 委員 

       金井 善男 委員 

       樋口 勲  委員 

       小山 敏子 委員 

       木口 憲爾 委員 

       表  秀孝 委員 

       藤原 信一 委員 

       下村 聖  委員 

       大井 一郎 委員 

       栁澤 旨賢 委員 

 

欠席委員（２人） 

       宮原 則子 委員 

       山本 哲  委員 

 

出席者 事務局（１１人） 

 社団法人 全国都市清掃会議 技術部長          栗原 英隆  

 上田市役所 廃棄物対策課  課長            田中 行房  

 東御市役所 市民課     課長            堀口 雅人  

 上田市役所 丸子地域自治センター  

       市民生活課   係長            久保田秀夫  

 上田市役所 真田地域自治センター  

       市民生活課   課長            清水 忠   

 上田市役所 武石地域自治センター  

       建設環境課   主査            木内 正博  

 青木村役場 住民福祉課   課長            中澤知賀雄  

 長和町役場 町民課     課長            丸山 敏和  

 上田地域広域連合事務局   事務局長          三好 健三  

 上田地域広域連合事務局   ごみ処理広域化推進室 室長 宮澤 俊文  

 上田地域広域連合事務局   ごみ処理広域化推進室 主任 塩入 学   

 

出席者 コンサルタント（１人） 

 国際航業株式会社 技術本部 環境統括部 

  環境施設部        主任技師          井土 將博  
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開会（１時３０分） 

１ 開会 

（事務局） 
 
２ 委員長あいさつ 

（委員長） 
 

３ 報告事項 

   第１７回会議録の確認について 

（委員長） 
 事前に送付されているが、修正等はよろしいか。 
 
（各委員） 
 特に修正等の意見なし。 
 

４ 議題 

（１）提言書（案）の検討について 

（事務局） 

 別冊 （１）提言書（案）の検討について別冊に基づいて説明する。 

 
（委員長） 
 各委員には事務局から事前に提言書（案）を事前に送付されているので、一読してもら

ってあると思うが、提言する内容について議論したい。 
 まず、提言書の“はじめに”の部分であるが、委員会の考え方や今までの経過を事務局

と相談させてもらってまとめたものである。言葉の表現などについて御意見があればお願

いしたい。 
 
（各委員） 
 特になし。 
 
（委員長） 
 提言書の構成として目次についてであるが、まず、資源循環型施設建設候補地について

として、提言する候補地、委員会としての候補地選定の考え方、これから地域住民との合

意形成に向けた努力など施設整備を進めるにあたっての付帯意見、候補地位置図について

まとめたものである。 
 次に、中間報告以降からの候補地選定の流れとして１５箇所の候補地抽出から提言に至

るまでを概略としてまとめ、候補地選定経過図等については、建設除外地域の設定から提

言に至るまでの経過について、地図などで分かりやすくまとめたものである。 
 委員会開催経過以降については、第１回から提言までの経過について議論してきた内容、

候補地周辺の自治会役員等に対して、候補地の選定経過について御報告をするとともに、
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御意見や情報を収集した経過、委員会名簿、設置要綱、別冊として資料編があるという構

成になっている。 
 目次について追加しなければならない事項などがあれば御意見をいただきたい。 
 
（各委員） 
 特になし。 
 
（委員長） 
 では、提言書の内容について具体的に議論していきたいが、１ページから６ページの資

源循環型施設建設候補地については、（１）提言する候補地、（２）候補地選定の考え方に

ついて、言葉の表現が良いかどうか、追加しなければならないことなどがあるかどうか。

（３）付帯意見については、前回の委員会でも議論しているが、施設整備にあたって委員

会としての意見を広域連合長に尊重していただきたい内容である。 
 ７ページ以降は、候補地選定の流れを大まかにまとめ、候補地選定経過図などを利用し

て、今までにこの委員会で議論しながら候補地を絞り込みした内容、第 1 回からの委員会

開催経過、自治会役員等へ候補地選定の報告や意見・情報収集した経過、委員会名簿、設

置要綱という構成にまとめてある。 
特に付帯意見についてであるが、今後の施設整備にあたって、委員会の意見としての集約

を広域連合長に伝え、また、尊重していただくことが非常に重要であると考える。 
 全体を通して御意見をいただきたい。 
 
（委員） 
 付帯意見としてごみの減量化を推進するための環境教育の拠点機能の設置について追加

項目としていただきたい。 
 
（委員長） 
 ごみを減量化するための一番身近な環境教育の拠点としての機能を充実させ、地域に開

かれた施設として③と④の間に追加項目としたいがどうか。 
 
（各委員） 
 異議なし。 
 
（委員） 
 付帯意見のところであるが、統合ごみ処理施設については、施設規模を１５０ｔ／日と

していることから、平成２４年を稼動目標とした場合、さらに２０％のごみの減量化を図

らないと処理能力を超えてしまうので、施設整備までに積極的にごみの減量化を推進でき

るように住民に対して啓発していただきたい。また、周辺住民が施設の安全性を確認でき

るように、監視機能を確立できるシステムづくりを広域連合長に伝えていただきたい。 
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（委員） 
 付帯意見のＪＴ跡地についてであるが、“同じ項目で当該土地を評価”を“同じ項目と基

準で当該土地を評価”に修正してもらったほうが、言葉の表現としてより明確になると思

うが。 
 
（委員長） 
 確かに同じ項目と基準で評価しているので、言葉の表現を修正したい。 
 
（委員） 
 付帯意見の地域住民との合意形成に向けた努力について、内容は理解できるが余熱利用

施設、関連道路の改修については、地域振興の意味合いがあるので、地域振興に向けた協

議の項目に記述したほうが良いと考える。また、余熱利用施設として限定せずに地域還元

施設といった表現にしたらどうか。余熱利用施設については、地域住民と協議してもらう

ことであると思う。 
 
（委員長） 
 余熱利用施設というのは地域還元施設、関連道路の改修についても地域振興につながる

ことを考えると地域振興に向けた協議の項目に記述することにしたい。 
 
（委員） 
 ２３ページの自治会役員等への候補地選定経過の報告と意見・情報収集した経過である

が、７月２７日以降の３候補地に絞り込み後の経過があると思うので、追加していただき

たい。 
 
（委員長） 
 確かに候補地が３箇所に絞り込まれた後の自治会役員等へ候補地の選定経過を報告し、

意見・情報収集をしてもらっているので追加したい。 
 
（委員） 
 はじめにのところであるが、上田地域広域連合が計画している資源循環型施設について

は、上田クリーンセンターの耐用年数が近づいていることによる施設の老朽化による計画

であったと思うが。 
 
（委員長） 
 施設の老朽化による更新と廃棄物をより資源化もしくは再利用できる施設として計画し

ていることを記述したい。 
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（委員） 
 広域連合長に提言される際に、住民は施設建設に不安を持っていること、施設の安全性

についても住民にアピールするとともに、住民との協議を十分尊重し、守っていくようお

伝えていただきたい。 
 
（委員） 
 付帯意見については、付帯意見がただあったということだけでなく、今後の施設建設に

当たって十分尊重するように広域連合長に伝えていただきたい。 
 
（委員長） 
 そのような表現に修正したい。 
 
（委員） 
 広域連合長に提言される際に、特に付帯意見に部分については、尊重していただくよう

伝えていただきたい。 
 
（委員長） 
 この委員会の任務については、資源循環型施設の建設候補地を選定することではあるが、

地域住民との合意形成や施設建設後の運営までを考えると必要不可欠な項目であると思う

ので、広域連合長にはきちんと申し上げたいと考えている。 
 提言書については、御意見いただいた内容や言葉の表現なども含めて、委員長と事務局

で相談させていただき、責任をもって修正したいと考えているがよろしいか。 
 
（各委員） 
 異議なし。 
 
（委員長） 
 廃棄物関連施設の候補地の選定については、全国的にみても苦労している自治体が多い

が、自分たちの所が候補地になってはじめて反対するようなことが多い。 
 この委員会は、情報公開につとめ、傍聴などもでき、オープンに議論を進めてきた。資

源循環型施設についての理解を得られるように進めてきたつもりであるが、地域住民への

説明は不十分であると委員会としても考えているので、今後、候補地周辺住民へ広く説明

し、十分な協議を行政に対してお願いしたい。 
この委員会も今日が最後になるわけであるが、資源循環型施設の適地はどこが妥当である

か１年６ヶ月の時間をかけて議論してきた。この委員会の委員を受けるときには、色々と

意見を申し上げていきたいと考えていたが、委員長として委員会をまとめる立場でむずか

しさもあったが、各委員からは様々な御意見・御協力をいただきありがとうございました。 
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５ その他 

   委員会提言 日時：平成１８年１１月２９日（水） 

            午後４時３０分から５時００分まで 

         場所：上田市役所 ３階 第一応接室 

 

（事務局） 

 委員会の提言を１１月２９日午後４時３０分から上田市役所３階第一応接室において開

催いたしますので、お手数ですが事前に送付させていただいたＦＡＸ送信表を１１月２４

（金）までに御報告をお願いいたします。 

 

（委員長） 

 他に御意見はどうか。 

 本日はこれで終了としたい。 

 

６ 閉会 

（事務局） 
閉会（２時５０分） 


